（１１）
一般情報など
（１） 新入会員のお知らせ
　　　５月初めに２０１５年度のＢJ会員名簿を各クラブ代表者にＥメールにて配付しましたが、

その以降で5月31日までに入会申し込みのあった新賛助会員6名を紹介いたします。
　　　　　ローンボウルズ中崎　栄元欽治さん
　　　　　YC&AC            Alex Hendyさん

　　　　　神戸グリーン　　　　加久石幸三さん（神戸タッチャーズから移籍）
　　　　　KFBC　　　　　　　丸草佑次さん、檜本伊都美さん

　　　　　　　　　　　　　　　石田博規さん（神戸ボウルズとのマルチ）

2015年5月の行事、活動などの結果
（1） 関西ワールドマスターズゲームズ2021　組織委員会総会に出席
主催：一般財団法人関西ワールドマスターズゲームズ2021　組織委員会

日時：5月13日（金）16:30～18:00　
場所：大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）３階イベントホール

出席：ＢＪ山田会長が出席。当日は種目候補である各中央競技団体の代表者が集まり、

本大会の成功を期しての決意表明などがなされた。来賓として森喜朗名誉会長、
下村文部科学大臣も参加されて激励の言葉を述べられた。
（2） 第4回ジャパンオープン国際大会の実行委員会をキックオフ
11月1日（日）～3日（火）横浜YC&ACで開催する第4回ジャパンオープン国際大会（関東では初開催となる）の実行委員会の第1回を下記の通り開催し、いよいよ準備活動がキックオフした。

日時：5月24日（日）16:00～18:00　
場所：横浜YC&ACミーテイングルーム
出席：森理事長、依田副理事長、黒沢関東支部長、松原（敬）理事、山田(哲)理事、

ハンス・パウリ、ハンス・シュピース、安達、安田（和）、大沢、松原(和)、

伊東関東支部事務局長ら12名が出席。
議題：１）神奈川県知事、横浜市長に大会役員就任依頼をする件
２）県、市、NHK,新聞社、日レクなどに後援名義依頼をする件

３）協賛金、寄付金集めを進める件

４）実行委員会の進め方の件

実行委員会の進め方については関東支部の総力で進めることとし、

当面の上記１）、２）、３）については、YC&ACおよびヨコハマローンボウ

ルズクラブが中心となって進めることで確認された。

　　　　　　　　５）国内代表出場チームの選考の件

　　　　　　　　　　　この大会に出場する国内チーム（ミックス・トリプルとし、1チーム3名の

　　　　　　　　　　　うち、1名以上が女子であること）は7チームとし、関東地区から3チーム、
　　　　　　　　　　　愛知・関西地区から3チーム、障害者チームを1チームとすることで決定し

た。また、各地区におけるチーム選考は、それぞれ関東支部および兵庫支部

（障害者チームは日本障害者LB連盟）に委任することにした。
（３）SVリーグ2015年度前期大会(第3,4節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： 神戸タッチャーズ、会計： 兵庫車椅子クラブ、記録：ＡＬＢＣ　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月13日（水）、23日（土）12:30～16:00　　　
競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用
結果：5月23日終了段階での成績は次の通り。

	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ 
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	学園A
	ALBC

-A 
	KF

BC
	ﾀｯﾁｬｽﾞＡ
	学園　B
	ALBC

-C
	ﾀｯﾁｬｽﾞＢ
	ALBC

-B
	兵庫車椅子
	中崎

	勝点
	  13
	  12
	  12
	  10
	  10
	  9
	 9
	 9
	  8
	  6
	   4
	  3

	点差
	+6
	+22
	+19
	+10
	+7
	+14
	+5
	+3
	-5
	-2
	-24
	-55


（４）Aリーグカップ2015年前期大会(第9,10節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：5月10日（日）、24日（日）12:45～16:00　
結果： 5月24日終了段階での成績は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	日下隆夫（学園ワイズ）     106点
	山形史郎（学園ワイズ）     102点

	2位
	藤崎政和（ＡＬＢＣ）       105点
	仲　一美（ＫＦＢＣ）        82点

	3位
	藤崎政和（ＡＬＢＣ）       104点
	田中定春（ＡＬＢＣ）        77点


（５）Ｍリーグ2015年前期大会(第3,4節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月6日（水）、31日（日）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

　　　　　結果：5月31日終了時点での個人別の成績上位者は次の通り。
　　　　　　　M-1リーグは出席率が70％以上、M-2リーグは40%以上70％未満の選手とする。
	区分
	順位
	選手名　(所属クラブ)
	1ｹﾞｰﾑあたりの平均

獲得ﾎﾟｲﾝﾄ
	総獲得

ﾎﾟｲﾝﾄ
	参加

ｹﾞｰﾑ数
	総得点

　÷

総失点

	M-1

ﾘｰｸﾞ
	1位
	樽井啓祐（BSC）
	 7.00
	56
	8
	

	
	2位
	藤田　良（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）
	 6.83
	41
	6
	

	
	3位
	吉田利男（SC生涯ｽﾎﾟｰﾂ）
	 6.38
	51
	8
	

	M-2

ﾘｰｸﾞ
	1位
	奥田　昭（ALBC）
	6.75
	27
	4
	43/26=1.65

	
	2位
	荒木壮一（兵庫車椅子）
	 6.75
	27
	4
	33/23=1.43

	
	3位
	土肥康宏（BSC）
	 5.50
	22
	4
	27/36=0.75


（６）中崎リーグの5月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 5月11日、18日  いずれも月曜日　12:30～17:00  
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
結果：
	
	5月11日
	5月18日

	1位
	船引啓吾（神戸グリーン）
	藤川辰美（ＡＬＢＣ）

	2位
	小野叶子（ＡＬＢＣ）
	上村　統（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）

	3位
	赤木泰二（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）
	前林好信（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）


（７）全国オープン・トリプルズ大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 　

主管：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　
　　　　　日時：5月2日（土）、3日（日）9時～17時
      場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
      競技内容：男女を問わないトリプルズ戦。１４チームが参加した。

一人3球×8エンド（60分時間制限併用）を実施。

7チーム×2グループで競技し、予選ラウンドはグループ内の総当たり戦（6ゲーム）。決勝プレーオフは2グループの同位同士が対戦し、総合順位を決定した。
          結果：予選ラウンド

	
	Ａグループ
	Ｂグループ

	1位
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ坂本（紘）、坂本（泰）、井上6勝0敗
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ 　大杖、船引、安部     5勝1敗

	2位
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ宮崎（宗）、野上（哲）、竹田4勝2敗
	ALBC/ｸﾞﾘｰﾝ　林、関、藤川　　　　4勝2敗

	3位
	学園ﾜｲｽﾞ合田（洋）、山形、日下     3勝3敗
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ　角田、藤田、野上（京）　3勝3敗


                決勝プレーオフ
	優勝
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ 　大杖、船引、安部     

	準優勝
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ    坂本（紘）、坂本（泰）、井上

	3位
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ    宮崎（宗）、野上（哲）、竹田


（８）フレンドシップ大会2015
主催：神戸タッチャーズ
　　　　　日時：5月9日（土）9時～17時
      場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
      内容：男女を問わないペアーズ戦。一人４球×8エンド（60分時間制限併用）。
　　　　　　1チームが4ゲームを戦い、勝ちポイントの総合計で順位を決定する。

　　　結果：２２チームが参加。上位８チームが３勝１敗で並ぶという接戦となり、

⊿＝総得点/総失点の値で順位が決定された。

	1位
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ 　　　宮崎宗久、西口　明   ⊿＝2.8 

	2位
	生涯ｽﾎﾟｰﾂ1   吉田利男、丸草佑次   ⊿＝1.75

	3位
	生涯ｽﾎﾟｰﾂ2   大杉正樹、宮北　茂   ⊿＝1.33


（９）男子ペアーズ日本選手権大会　関東地区予選会
主催：認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本

主管：ＢＪ関東支部　

場所：立川市昭和記念公園ローンボウルズグリーン
日時：5月10日（日）9:30～16:00　

結果：7チームが参加し、予選ラウンドおよび決勝プレーオフを実施した結果
　　　次のとおりとなった。
　　　　　　　　　1位　　松原　忍/山田　克（東京ローンボウリングクラブ）
　　　　　　　　　2位　　松原敬之/首藤暁彦（　　同上　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　3位　　Alex Hendy /Hans Pauli（横浜カントリーアスレチッククラブ）
　　　　　　　　　4位　　Buddy Ferrie/Hans Spiess（　　　同上　　　　　　　　　　）
（１０）垂水健康公園第7回大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　[担当委員：船引、宮北、南川]  
　　　　　日時：5月12日（火）9時～14時半
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：台風6号による雨天にて中止
（１１）神戸市長杯大会2015年春季大会
主催：BJ兵庫支部Aリーグ実行委員会
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月17日（日）9:00～17:00　
競技内容：男女を問わないトリプルズ戦、一人3球×8エンド（但し、時間制限あり）
　　　　　を4ゲーム戦い、勝ち点および得失点差の高い順に順位を付ける。
　　　　　対戦相手は勝ち抜き方式により決まる。
結果：19チームが参加し、好天気のもとに熱戦を展開した。
	表彰項目
	所属チーム
	選手名
	成績

	優勝（神戸市長表彰状、賞金）
	ｸﾞﾘｰﾝ･ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	林嘉雄・平山博之・加久石幸三
	3勝0敗1引分け

	2位（神戸市長表彰状、賞金）
	ﾀｯﾁｬｰｽﾞ３
	今給黎順古・西口明・横井幸雄
	3勝1敗、得失点差+20

	3位（神戸市長表彰状、賞金）
	兵庫車椅子１
	郭　善芳・竹村裕之・児島久雄
	3勝1敗、得失点差+19

	４位（賞金）
	ＡＬＢＣ-2
	関　政美・小野叶子・小野宦司
	3勝1敗、得失点差+12

	ラッキー７賞（賞金）
	生涯スポーツ
	井上正昭・吉田利男・丸草裕次
	2勝1敗1引分け

	１２位（賞金）
	高知・甲南・ALBC
	田町智之・高橋駿介・垣内紀子
	2勝2敗

	ブービー賞（賞金）
	兵庫車椅子２
	川村信子・植松寿子・植松博至
	1勝3敗


（１２）関東地区選手権大会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 関東支部　 
　　　　　日時：5月24日（日）9時～13時
      場所：横浜市YC&ACローンボウルズグリーン
      内容：男女を問わない問わないトリプルズ戦。11チームが参加し、予選ラウンドは

5チームと6チームの2グループに分かれグループ内で総当たり戦を実施。

決勝プレーオフは2グループの1位同士および2位同士の対戦により、優勝から

3位までを決定した。
　　　　　結果：予選ラウンド
	予選結果順位
	1位
	2位
	3位

	Aｸﾞﾙｰﾌﾟ
	チーム名
	YCAC-1
	瑞穂クラブ
	東京LBC-1

	
	選手名
	依田、岩崎、ｳｲﾝﾃﾞｽ
	村田、飯田、丹生
	下田、松原和、松原忍

	
	成績
	4勝１分け
	4勝１敗
	2勝2敗1分け

	Bｸﾞﾙｰﾌﾟ
	チーム名
	YCAC-5
	YCAC-3
	YCAC-4

	
	選手名
	ﾏｰｾﾙ、ゾエ、ｼｭﾋﾟｰｽ
	安達、新井、タンドン
	ﾊﾝｽ、ｵｽﾄﾗﾝﾄﾞ、藤原

	
	成績
	3勝１分け
	3勝１敗
	2勝1敗1分け


       　　　　 決勝プレーオフ結果
	順位
	チーム名
	選手名

	優勝
	YCAC-5
	ﾏｰｾﾙ、ゾエ、ｼｭﾋﾟｰｽ

	準優勝
	YCAC-1
	依田、岩崎、ｳｲﾝﾃﾞｽ

	3位
	瑞穂クラブ
	村田、飯田、丹生


（１３）神戸市しあわせの村ひよどり初心者講習会
主催：しあわせの村保養荘ひよどり
協力：ＢＪ兵庫支部有志
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：5月30日（土）13:00～15:00　
内容：競技ルールの基本・投球動作の基本などの講習を実施した。参加者少数。
（１４）障害者ファミリー会
主催：兵庫車椅子クラブ 
　　　　　日時：5月31日（日）9時～17時
      場所：明石公園ローンボウルズグリーン
      競技内容：障害者およびその家族を対象としたペアーズ戦。

結果： 14チームが参加し、次の通りの結果となった。
　　　　1位：日下隆夫（学園ワイズ）・竹村裕之（兵庫車椅子）

　　　　2位：郭　善芳・横井　恵（兵庫車椅子）
　　　　3位：植松寿子・荒木壮一（兵庫車椅子）
（１５）女子ペアーズ日本選手権大会　関東地区予選会
主催：認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本

主管：ＢＪ関東支部　

場所：立川市昭和記念公園ローンボウルズグリーン
日時：5月31日（日）9:30～16:00　

結果：次号にて掲載
2015年6月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2015年度前期大会(第5,6節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： 神戸タッチャーズ、会計： 兵庫車椅子クラブ、記録：ＡＬＢＣ　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：6月3日（水）、20日（土）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用

（２）Aリーグカップ2015年前期大会(第11,12節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：6月7日（日）、21日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。

なお、6月6日（土）１０時～１５時は初心者体験教室を開催する。 
（３）Ｍリーグ2015年前期大会(第5,6節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：6月6日（土）、28日（日）12:30～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。

            チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、フォアーズ戦を行う。参加費：一人200円

（４）中崎リーグの6月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： ６月１日、1５日 いずれも月曜日　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで

（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：船引、宮北、南川]  
　　　　　日時：６月９日（火）9時～13時 
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦にて3～4ゲームを行う。
　　　　　　　　チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　 
（６）男子シングルス日本選手権大会　関東地区予選会
主催：認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本

主管：ＢＪ関東支部　

場所：立川市昭和記念公園ローンボウルズグリーン
日時：6月7日（日）9:30～16:00　
（７）男女ペアーズ日本選手権大会　愛知・関西地区予選会
主催：認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本

主管：ＢＪ兵庫支部　

場所：明石市明石公園ローンボウルズグリーン
日時：6月13日（土）、14日（日）12:30～16:00　

　　　男子は13日、14日の２日間、女子は14日の１日間。
会員からの投稿
　　　　ローンボウルズ規則17.2について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＪ理事長　　森　紘一

1ケ月ほど前のある大会において、あるプレーヤーがその最終球を投球する前に、そのボウルを持ったままヘッドビジットをしようとし、途中でそのボウルをグリーン上に置くという状況が発生した。

このボウルはデッドになるという声があって、結局その場はその解釈にそってゲームは進められた。

（大会主管元のアンパイアーのところには、この状況は伝達されていなかった。）

デッドになると主張された声の根拠は、規則集（第3版）の規則17の条文：
17.2 ボウルは、次のいずれかの場合には、デッドとはならない。

　17.2.1  プレーヤーがヘッドの状況を見る間、そのボウルを手に持っている場合、

英文の原文は、  17.2  A bowl is not a dead bowl if ;
　               17.2.1  it is carried by a player while inspecting the head ;

の裏返しを読めば「ボウルを手に持っておればデッドではないが、手から離せばデッドとなる」と解釈されると言うことであり、そのように理解していた人がかなりいたようである。
しかし、規則17には17.2の前の17.1の条文においてボウルがデッドとなる場合はどんな場合があるかが規定されており、ここには上記のようなケースは記載されていない。

後日にこのことを聞いた私は、BJとしての確証を得るためにワールド・ボウルズの規則管理委員会(Laws Committee)に正しい判定について問い合わせてみた結果、返ってきた答えは「このボウルはデッドではない。拾い上げて持って帰り投球してよい」。その根拠は、規則集の

C3：投球とは、ジャックまたはボウルを、下手運動をする手または人工補助具から意図的に放出すること。投球の際に偶発的にプレーヤーの手または人工補助具から滑り落ちた場合、プレーヤーはそれを拾ってもう一度投球しなおすことができる。

に照らして、上記のようなケースは正規の投球をしたものではない（すなわち、プレーされたボウルではない）からデッドボウルになることはない。というものであった。

少し学者的な話になるが、規則の原文（英語）の

A bowl is not a dead bowl if it is carried by a player while inspecting the head.

このifは、「もしプレーヤーが手に持って運んだのであれば、デッドボウルではない（仮定・条件を表したif）」ではなくて、「たとえプレーヤーが手に持って運んだとしても、デッドボウルではない（譲歩を表したif）」であることが分かる。
今後は、全ての人が正しい解釈を知っていてもらえれば良いと思う。
ただし、敢えて付け加えれば、ヘッドビジットするときにボウルを持って行く必要性は全くなく、

もしヘッドを見ている際に過ってボウルを落としてヘッドを乱したりすれば、そのことはすなわち

違反行為となる（それでもデッドボウルになることはない）ので、そんなトラブルを避けるためには「ヘッドビジットするときにはボウルはマットの上に置いてから出かけた方が好ましい」と指導することはあっても良いと言えるであろう。

さらにもう一つ付け加えれば、上記の事例のときにボウルはデッドとなると考えた人の中に「昔、海外試合において、このような場合にデッドボウルと判定されたという話を聞いたことがある」からというものもあったと聞いた。それで、これについても調べてみたところ、Laws of the sport of indoor bias bowls (1997)　の中に次の条文があるのを発見した。
Should a player carry his bowl toward the head it shall be declared dead when it passes the front line of the delivery  rectangle.  これによれば、この当時は確かにボウルはデッドと宣言されて正しかった。

それが、最新の規則では17.2.1.により、デッドにはならないと変更されているのである。

この例からも言えることは、ローンボウルズ規則は絶対不変のものではなく、実際には数年単位で少しずつ変わっているものであり、従って少なくともマーカーやアンパイアーを務めるような人や
国際大会や日本選手権大会に出場するようなプレーヤーは、よく最新の規則について勉強し、特にそのルールの変更の思想、背景にも洞察をおよぼしておくことが必要であろうということである。

実際、今年の４月から適用されたローンボウルズ規則集（第３版）においてもフットフォールティングの定義が変わったり、スロープレイに対する規制が追加されたりしている例が見られる。
    (以上)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年5月31日（通巻第121号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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